
　　平成２７年度に経営指標において想定している畜産経営の詳細について

経営類型 酪農　　経産牛６０頭　　　　　　 【家族経営】

１ 想定地域 北海道（道東・道北地域）

２ 経営規模 経産牛６０頭　（５０頭からの規模拡大）

３ 経営の概況

(1) 家族構成 ①従事者：本人、妻　②その他：祖父母、子供２人

(2) 飼養頭数 総飼養頭数　８９頭

①成畜　６６頭　②ほ育・育成牛　２３頭

(3) 耕地面積 飼料畑　６９ｈａ　（うち借地２６ha）

(4) 生産量 生乳出荷量　４９２トン（実搾乳量）

４ 技術体系

(1) 飼養管理方式 繋ぎ飼い・パイプライン方式

(2) 飼料給与方式 分離給与方式、集約放牧

(3) 排せつ物処理 ふん尿分離によるたい肥化・液肥化、バーンクリーナーによる搬出

５ 飼料生産

(1) 経営内飼料自給率 ７５％　（粗飼料給与率　７５％）

(2) 生産・利用体系 ①生産　　チモシー主体　（チモシー６２ha(放牧地を含む)、トウモロコシ７ha）

②利用 サイレージ、放牧（５２ha：１５０日間）

(3) 作付実面積 ６９ha

（延べ面積） （６９ha）

６ 施設・機械装備

(1) 建物 繋ぎ牛舎５１０㎡（既設）、乾乳・育成舎１６３㎡、バーンクリーナー

(2) 機械 パイプラインミルカー、バルククーラー（2,000㍑）、トラクター(60PS)、

フロントローダー(25PS)

(3) その他 飼料タンク(FRP５ｔ×１）

パソコンを利用した個体・経営管理

７ 生産性指標 ＜現状（参考）＞

(1) 生産技術 ①経産牛１頭当たり乳量　８，２００kg ＜北海道平均　７，７３０kg＞

②更新年次　５．５産 ＜北海道平均　４．２産＞

(2) 生産コスト 生乳１kg当たり　５２円 ＜北海道平均　６６円＞

(3) 労働生産性 経産牛１頭当たり　７１時間 ＜北海道平均　８８時間＞

８ 労働時間

(1) 総労働時間 総労働時間　４，８９０時間 ＜北海道平均　７，３９４時間＞

(2) 労働構成別 ①主たる従事者　２，０００時間×１人　②補助的従事者　６００時間×１人

③雇用労働者　２，２９０時間（ヘルパー４２０時間）

(3) 作業体系別 ①飼養管理　４，２４０時間（たい肥化１３０時間）　②飼料生産　６６０時間

９ 経営指標

(1) 粗収入（販売額） ３，７８０万円　 （生乳７４円/kg×４９２トン、子牛１６０万円）

(2) 経営費 ３，０２０万円　

（内訳） ①飼料費　１，２９０万円　②建物・農機具費　３７０万円

③人件費　７１０万円（補助的従事者を含む）

(3) 所得（主＋補） ８６０万円　 ＜北海道平均　１，１００万円＞

(4) 主たる従事者の所得 ７７０万円　

10 その他 ・放牧を最大限活用する（１５０日間）ことにより、コストと労働の軽減を図る

（経営の特徴等） 　　労働時間（飼料調理・給与、敷料搬入・搬出等）の低減

　　飼料費の低減（粗飼料自給率の向上）

　　更新産次の延長
（注）現状値は、乳量は牛乳乳製品統計、更新産次は全国酪農基礎調査（H13）、その他は牛乳生産費



　　平成２７年度に経営指標において想定している畜産経営の詳細について

経営類型 酪農　　経産牛８０頭　　　　　　 【家族経営】

１ 想定地域 北海道

２ 経営規模 経産牛８０頭　（５０頭からの規模拡大）

３ 経営の概況

(1) 家族構成 ①従事者：本人、妻、後継者　②その他：祖父母、子供１人

(2) 飼養頭数 総飼養頭数　１２１頭

①成畜　８８頭　②ほ育・育成牛　３３頭

(3) 耕地面積 飼料畑　６４ｈａ　（うち借地２１ha）

(4) 生産量 生乳出荷量　６８８トン（実搾乳量）

４ 技術体系

(1) 飼養管理方式 繋ぎ飼い・パイプライン方式

(2) 飼料給与方式 ＴＭＲ（混合給与）方式

(3) 排せつ物処理 ふん尿分離によるたい肥化・液肥化、バーンクリーナーによる搬出

５ 飼料生産

(1) 経営内飼料自給率 ７０％　（粗飼料給与率　７０％）

(2) 生産・利用体系 ①生産　　混播牧草主体　（混播牧草５１ha、トウモロコシ１３ha）

②利用 サイレージ

(3) 作付実面積 ６４ha

（延べ面積） （６４ha）

６ 施設・機械装備

(1) 建物 繋ぎ牛舎６８３㎡（既設）、乾乳・育成舎２０３㎡、バーンクリーナー

(2) 機械 パイプラインミルカー、バルククーラー（2,500㍑）、トラクター(56PS)、

フロントローダー(25PS)、TMRミキサー（定置式）

(3) その他 飼料タンク(FRP３ｔ×２）

パソコンを利用した個体・経営管理

７ 生産性指標 ＜現状（参考）＞

(1) 生産技術 ①経産牛１頭当たり乳量　８，６００kg ＜北海道平均　７，７３０kg＞

②更新年次　５．０産 ＜北海道平均　４．２産＞

(2) 生産コスト 生乳１kg当たり　５１円 ＜北海道平均　６６円＞

(3) 労働生産性 経産牛１頭当たり　６６時間 ＜北海道平均　８８時間＞

８ 労働時間

(1) 総労働時間 総労働時間　６，８００時間 ＜北海道平均　７，３９４時間＞

(2) 労働構成別 ①主たる従事者　２，０００時間×１人　②補助的従事者　１，２００時間×１人

③雇用労働者　３，６００時間（ヘルパー５２０時間、コントラクター６００時間）

(3) 作業体系別 ①飼養管理　５，３００時間（たい肥化２６０時間）　②飼料生産　１，５００時間

９ 経営指標

(1) 粗収入（販売額） ５，２８０万円　 （生乳７４円/kg×６８８トン、子牛２２０万円）

(2) 経営費 ４，４９０万円　

（内訳） ①飼料費　１，７２０万円　②建物・農機具費　２４０万円

③人件費　１，３５０万円（補助的従事者を含む）

(3) 所得（主＋補） ９８０万円　 ＜北海道平均　１，１００万円＞

(4) 主たる従事者の所得 ７９０万円　

10 その他

（経営の特徴等）

・高い乳量と更新産次の延長

（注）現状値は、乳量は牛乳乳製品統計、更新産次は全国酪農基礎調査（H13）、その他は牛乳生産費

・現状の管理方式（繋ぎ飼い・パイプライン方式）と27年度の平均飼養規模におい
て、生産・経営管理技術の高度化を図る



　　平成２７年度に経営指標において想定している畜産経営の詳細について

経営類型 酪農　　経産牛１２０頭 　　　　　【家族経営】

１ 想定地域 北海道

２ 経営規模 経産牛１２０頭　（５０頭からの規模拡大）

３ 経営の概況

(1) 家族構成 ①従事者：本人、妻、後継者　②その他：祖父母、子供１人

(2) 飼養頭数 総飼養頭数　１８７頭

①成畜　１３２頭　②ほ育・育成牛　５５頭

(3) 耕地面積 飼料畑　８９ｈａ　（うち借地４６ha）

(4) 生産量 生乳出荷量　９８４トン（実搾乳量）

４ 技術体系

(1) 飼養管理方式 フリーストール・ミルキングパーラー方式

(2) 飼料給与方式 ＴＭＲ（混合給与）方式

(3) 排せつ物処理 スラリーによるふん尿処理、スクレーパーによる搬出

５ 飼料生産

(1) 経営内飼料自給率 ７０％　（粗飼料給与率　７０％）

(2) 生産・利用体系 ①生産　　混播牧草主体　（混播牧草７１ha、トウモロコシ１８ha）

②利用 サイレージ

(3) 作付実面積 ８９ha

（延べ面積） （８９ha）

６ 施設・機械装備

(1) 建物 フリーストール牛舎１，４９７㎡（新設）、ミルキングパーラー舎２６８㎡（新設）

乾乳・育成舎４３５㎡（既設）

(2) 機械 ミルカー、バルククーラー（3,000㍑）、トラクター(100PS)

フロントローダー(25PS)、TMRミキサー（牽引式）、ほ乳ロボット

(3) その他 飼料タンク(FRP５ｔ×２）

パソコンを利用した個体・経営管理

７ 生産性指標 ＜現状（参考）＞

(1) 生産技術 ①経産牛１頭当たり乳量　８，２００kg ＜北海道平均　７，７３０kg＞

②更新年次　４．５産 ＜北海道平均　４．２産＞

(2) 生産コスト 生乳１kg当たり　５４円 ＜北海道平均　６６円＞

(3) 労働生産性 経産牛１頭当たり　４３時間 ＜北海道平均　８８時間＞

８ 労働時間

(1) 総労働時間 総労働時間　６，９６０時間 ＜北海道平均　７，３９４時間＞

(2) 労働構成別 ①主たる従事者　２，０００時間×１人　②補助的従事者　１，２００時間×１人

③雇用労働者　３，７６０時間（ヘルパー５１０時間、コントラクター７３０時間）

(3) 作業体系別 ①飼養管理　５，１４０時間（たい肥化０時間）　②飼料生産　１，８１０時間

９ 経営指標

(1) 粗収入（販売額） ７，５７０万円　 （生乳７４円/kg×９８４トン、子牛３３０万円）

(2) 経営費 ６，７４０万円　

（内訳） ①飼料費　２，５６０万円　②建物・農機具費　１，４４０万円

③人件費　１，４１０万円（補助的従事者を含む）

(3) 所得（主＋補） １，０２０万円　 ＜北海道平均　１，１００万円＞

(4) 主たる従事者の所得 ８３０万円　

10 その他

（経営の特徴等）

（注）現状値は、乳量は牛乳乳製品統計、更新産次は全国酪農基礎調査（H13）、その他は牛乳生産費

・フリーストール・ミルキングパーラー、TMR、ほ乳ロボットの導入等生産技術の高
度化により規模拡大を図る。

・施設・機械費は高いが、効率的な飼養管理で労働時間・生産コストの低減を行
う。



　　平成２７年度に経営指標において想定している畜産経営の詳細について

経営類型 酪農　　経産牛２５０頭 　　　　　【法人経営】

１ 想定地域 北海道（十勝地域）

２ 経営規模 経産牛２５０頭　（５０頭から規模拡大した３戸の協業法人）

３ 経営の概況

(1) 家族構成 １戸当たり①従事者：本人、妻、後継者　②その他：祖父母、子供１人

(2) 飼養頭数 総飼養頭数　４０５頭

①成畜　２７６頭　②ほ育・育成牛　１２９頭

(3) 耕地面積 飼料畑　１７１ｈａ　（うち借地１２８ha）

(4) 生産量 生乳出荷量　２，０５０トン（実搾乳量）

４ 技術体系

(1) 飼養管理方式 フリーストール・ミルキングパーラー方式

(2) 飼料給与方式 ＴＭＲ（混合給与）方式

(3) 排せつ物処理 スラリーによるふん尿処理、スクレーパーによる搬出

５ 飼料生産

(1) 経営内飼料自給率 ７０％　（粗飼料給与率　７０％）

(2) 生産・利用体系 ①生産　　混播牧草、トウモロコシ　（混播牧草１２０ha、トウモロコシ５１ha）

②利用 サイレージ

(3) 作付実面積 １７１ha

（延べ面積） （１７１ha）

６ 施設・機械装備

(1) 建物 フリーストール牛舎３，１１７㎡（新設）、ミルキングパーラー舎６８７㎡（新設）

乾乳・育成舎９０７㎡（既設）

(2) 機械 ミルカー、バルククーラー（10,000㍑）、トラクター(100PS)

フロントローダー(25PS)、TMRミキサー（牽引式）、ほ乳ロボット

(3) その他 飼料タンク(FRP５ｔ×４）

パソコンを利用した個体・経営管理

７ 生産性指標 ＜現状（参考）＞

(1) 生産技術 ①経産牛１頭当たり乳量　８，２００kg ＜北海道平均　７，７３０kg＞

②更新年次　４．０産 ＜北海道平均　４．２産＞

(2) 生産コスト 生乳１kg当たり　５２円 ＜北海道平均　６６円＞

(3) 労働生産性 経産牛１頭当たり　３２時間 ＜北海道平均　８８時間＞

８ 労働時間

(1) 総労働時間 総労働時間　１１，７８０時間 ＜北海道平均　７，３９４時間＞

(2) 労働構成別 ①主たる従事者　２，０００時間×３人　②補助的従事者　６００時間×３人

③雇用労働者　３，９８０時間

(3) 作業体系別 ①飼養管理　８，０８０時間（たい肥化０時間）　②飼料生産　３，７１０時間

９ 経営指標

(1) 粗収入（販売額） １５，７６０万円　 （生乳７４円/kg×２，０５０トン、子牛６８０万円）

(2) 経営費 １３，０６０万円　

（内訳） ①飼料費　５，４５０万円　②建物・農機具費　２，９７０万円

③人件費　１，７９０万円（補助的従事者を含む）

(3) 所得（主＋補） ２，９９０万円　 ＜北海道平均　１，１００万円＞

(4) 主たる従事者の所得 ９００万円　

10 その他

（経営の特徴等） ・コントラクターは利用せず、雇用を利用。

（注）現状値は、乳量は牛乳乳製品統計、更新産次は全国酪農基礎調査（H13）、その他は牛乳生産費

・３戸協業により生産性の向上、経営の合理化、労働の軽減（休日の確保）を図る。



　　平成２７年度に経営指標において想定している畜産経営の詳細について

経営類型 酪農　　経産牛４０頭　　　　　　 【家族経営】

１ 想定地域 都府県の寒冷地（北関東・東北の中山間地域）

２ 経営規模 経産牛４０頭　（３０頭からの規模拡大）

３ 経営の概況

(1) 家族構成 ①従事者：本人、妻　②その他：祖父母、子供２人

(2) 飼養頭数 総飼養頭数　６１頭

①成畜　４３頭　②ほ育・育成牛　１８頭

(3) 耕地面積 飼料畑　１８ｈａ　（うち借地１５ha）

(4) 生産量 生乳出荷量　３３６トン（実搾乳量）

４ 技術体系

(1) 飼養管理方式 繋ぎ飼い・パイプライン方式

(2) 飼料給与方式 分離給与方式

(3) 排せつ物処理 ふん尿分離によるたい肥化・液肥化、バーンクリーナーによる搬出

５ 飼料生産

(1) 経営内飼料自給率 ４５％　（粗飼料給与率　５０％）

(2) 生産・利用体系 ①生産　　混播牧草、トウモロコシ　（混播牧草１３ha、トウモロコシ６ha）

②利用 サイレージ

(3) 作付実面積 １８ha

（延べ面積） （１８ha）

６ 施設・機械装備

(1) 建物 繋ぎ牛舎３４６㎡（既設）、乾乳・育成舎８４㎡、バーンクリーナー

(2) 機械 パイプラインミルカー、バルククーラー（1,500㍑）、トラクター(56PS)、

フロントローダー(25PS)

(3) その他 飼料タンク(FRP３ｔ×１）

パソコンを利用した個体・経営管理

７ 生産性指標 ＜現状（参考）＞

(1) 生産技術 ①経産牛１頭当たり乳量　８，４００kg ＜都府県平均　７，５１０kg＞

②更新年次　４．５産 ＜都府県平均　４．１産＞

(2) 生産コスト 生乳１kg当たり　６７円 ＜都府県平均　８２円＞

(3) 労働生産性 経産牛１頭当たり　１０４時間 ＜都府県平均　１２１時間＞

８ 労働時間

(1) 総労働時間 総労働時間　５，６４０時間 ＜都府県平均　５，１８１時間＞

(2) 労働構成別 ①主たる従事者　２，０００時間×１人　②補助的従事者　１，２００時間×１人

③雇用労働者　２，４４０時間（うちヘルパー４１０時間、コントラクター５９０時間）

(3) 作業体系別 ①飼養管理　４，１５０時間（たい肥化１３０時間）　②飼料生産　１，４８０時間

９ 経営指標

(1) 粗収入（販売額） ３，１００万円　 （生乳８９円/kg×３３６トン、子牛１１０万円）

(2) 経営費 ２，５１０万円　

（内訳） ①飼料費　１，０５０万円　②建物・農機具費　１２０万円

③人件費　８３０万円（補助的従事者を含む）

(3) 所得（主＋補） ７９０万円　 ＜都府県平均　６６０万円＞

(4) 主たる従事者の所得 ５９０万円　

10 その他

（経営の特徴等）

・高い乳量と更新産次の延長

（注）現状値は、乳量は牛乳乳製品統計、更新産次は全国酪農基礎調査（H13）、その他は牛乳生産費

・現状の管理方式（繋ぎ飼い・パイプライン方式）と27年度の平均飼養規模におい
て、生産・経営管理技術の高度化を図る。



　　平成２７年度に経営指標において想定している畜産経営の詳細について

経営類型 酪農　　経産牛８０頭　　　　　　 【家族経営】

１ 想定地域 都府県の暖地（九州（主に熊本県））

２ 経営規模 経産牛８０頭　（３０頭からの規模拡大）

３ 経営の概況

(1) 家族構成 ①従事者：本人、妻、後継者　②その他：祖父母、子供１人

(2) 飼養頭数 総飼養頭数　１２７頭

①成畜　８６頭　②ほ育・育成牛　４１頭

(3) 耕地面積 飼料畑　１４ｈａ　（うち借地１１ha）

(4) 生産量 生乳出荷量　６５６トン（実搾乳量）

４ 技術体系

(1) 飼養管理方式 繋ぎ飼い・パイプライン方式

(2) 飼料給与方式 ＴＭＲ（混合給与）方式

(3) 排せつ物処理 ふん尿分離によるたい肥化・液肥化、バーンクリーナーによる搬出

５ 飼料生産

(1) 経営内飼料自給率 ４５％　（粗飼料給与率　５０％）　　ＷＣＳ購入（５％）

(2) 生産・利用体系 ①生産　　トウモロコシ、イタリアン　（トウモロコシ１４ha、イタリアン１４ha）

②利用 サイレージ

(3) 作付実面積 １４ha

（延べ面積） （２７ha）

６ 施設・機械装備

(1) 建物 繋ぎ牛舎６９２㎡（既設）、乾乳・育成舎１６８㎡、バーンクリーナー

(2) 機械 パイプラインミルカー、バルククーラー（2,500㍑）、トラクター(56PS)、

フロントローダー(25PS)、TMRミキサー（定置式）

(3) その他 飼料タンク(FRP３ｔ×２）

パソコンを利用した個体・経営管理

７ 生産性指標 ＜現状（参考）＞

(1) 生産技術 ①経産牛１頭当たり乳量　８，２００kg ＜都府県平均　７，５１０kg＞

②更新年次　４．０産 ＜都府県平均　４．１産＞

(2) 生産コスト 生乳１kg当たり　６４円 ＜都府県平均　８２円＞

(3) 労働生産性 経産牛１頭当たり　６３時間 ＜都府県平均　１２１時間＞

８ 労働時間

(1) 総労働時間 総労働時間　６，３００時間 ＜都府県平均　５，１８１時間＞

(2) 労働構成別 ①主たる従事者　２，０００時間×１人　②補助的従事者　６００時間×１人

③雇用労働者　３，７００時間（うちヘルパー５００時間、コントラクター５１０時間）

(3) 作業体系別 ①飼養管理　５，０２０時間（たい肥化２７０時間）　②飼料生産　１，２８０時間

９ 経営指標

(1) 粗収入（販売額） ６，０６０万円　 （生乳８９円/kg×６５６トン、子牛２２０万円）

(2) 経営費 ５，１６０万円　

（内訳） ①飼料費　２，１７０万円　②建物・農機具費　６７０万円

③人件費　１，３７０万円（補助的従事者を含む）

(3) 所得（主＋補） １，０００万円　 ＜都府県平均　６６０万円＞

(4) 主たる従事者の所得 ９１０万円　

10 その他

（経営の特徴等）

・耕畜連携により、WCSの活用、たい肥の有効利用を図る。

（注）現状値は、乳量は牛乳乳製品統計、更新産次は全国酪農基礎調査（H13）、その他は牛乳生産費

・現状の管理方式（繋ぎ飼い・パイプライン方式）で規模拡大を行い、生産・経営管
理技術の高度化を図る。



　　平成２７年度に経営指標において想定している畜産経営の詳細について

経営類型 酪農　　経産牛１２０頭 　　　　　【家族経営】

１ 想定地域 都府県の寒冷地（北関東・東北）

２ 経営規模 経産牛１２０頭　（３０頭からの規模拡大）

３ 経営の概況

(1) 家族構成 ①従事者：本人、妻、後継者　②その他：祖父母、子供１人

(2) 飼養頭数 総飼養頭数　１５９頭

①成畜　１２９頭　②ほ育・育成牛　３１頭

(3) 耕地面積 飼料畑　４３ｈａ　（うち借地４０ha）

(4) 生産量 生乳出荷量　９６０トン（実搾乳量）

４ 技術体系

(1) 飼養管理方式 フリーバーン・ミルキングパーラー方式

(2) 飼料給与方式 ＴＭＲ（混合給与）方式

(3) 排せつ物処理 ふん尿混合によるたい肥化

５ 飼料生産

(1) 経営内飼料自給率 ４０％　（粗飼料給与率　５０％）

(2) 生産・利用体系 ①生産　　混播牧草、トウモロコシ　（混播牧草３０ha、トウモロコシ１３ha）

②利用 サイレージ

(3) 作付実面積 ４３ha

（延べ面積） （４３ha）

６ 施設・機械装備

(1) 建物 フリーバーン牛舎１，５１６㎡（新設）、ミルキングパーラー舎２６８㎡（新設）

乾乳・育成舎３６１㎡（既設）

(2) 機械 ミルカー、バルククーラー（3,000㍑）、トラクター(60PS)

フロントローダー(25PS)、TMRミキサー（牽引式）、ほ乳ロボット

(3) その他 飼料タンク(FRP５ｔ×２）

パソコンを利用した個体・経営管理

７ 生産性指標 ＜現状（参考）＞

(1) 生産技術 ①経産牛１頭当たり乳量　８，０００kg ＜都府県平均　７，５１０kg＞

②更新年次　４．０産 ＜都府県平均　４．１産＞

(2) 生産コスト 生乳１kg当たり　６３円 ＜都府県平均　８２円＞

(3) 労働生産性 経産牛１頭当たり　６０時間 ＜都府県平均　１２１時間＞

８ 労働時間

(1) 総労働時間 総労働時間　８，３８０時間 ＜都府県平均　５，１８１時間＞

(2) 労働構成別 ①主たる従事者　２，０００時間×１人　②補助的従事者　６００時間×１人

③雇用労働者　５，７８０時間（うちヘルパー７１０時間、コントラクター４９０時間）

(3) 作業体系別 ①飼養管理　７，１６０時間（たい肥化４２０時間）　②飼料生産　１，２２０時間

９ 経営指標

(1) 粗収入（販売額） ８，８８０万円　 （生乳８９円/kg×９６０トン、子牛３３０万円）

(2) 経営費 ７，８３０万円　

（内訳） ①飼料費　２，９２０万円　②建物・農機具費　１，０３０万円

③人件費　２，０６０万円（補助的従事者を含む）

(3) 所得（主＋補） １，１５０万円　 ＜都府県平均　６６０万円＞

(4) 主たる従事者の所得 １，０５０万円　

10 その他

（経営の特徴等）

・耕畜連携により粗飼料を確保するとともに、たい肥処理を行う。

（注）現状値は、乳量は牛乳乳製品統計、更新産次は全国酪農基礎調査（H13）、その他は牛乳生産費

・フリーバーン・ミルキングパーラー、ほ乳ロボットの導入等生産技術の高度化によ
り規模拡大を図る。



　　平成２７年度に経営指標において想定している畜産経営の詳細について

経営類型 酪農　　経産牛２００頭 　　　　　【法人経営】

１ 想定地域 都府県の暖地（南関東以西）

２ 経営規模 経産牛２００頭　（３０頭から規模拡大した３戸の協業法人）

３ 経営の概況

(1) 家族構成 １戸当たり①従事者：本人、妻、後継者　②その他：祖父母、子供１人

(2) 飼養頭数 総飼養頭数　２６６頭

①成畜　２１４頭　②ほ育・育成牛　５２頭

(3) 耕地面積 飼料畑　２５ｈａ　（うち借地２２ha）

(4) 生産量 生乳出荷量　１，６００トン（実搾乳量）

４ 技術体系

(1) 飼養管理方式 フリーバーン・ミルキングパーラー方式

(2) 飼料給与方式 ＴＭＲ（混合給与）方式

(3) 排せつ物処理 ふん尿混合によるたい肥化

５ 飼料生産

(1) 経営内飼料自給率 ３５％　（粗飼料給与率　５０％）

(2) 生産・利用体系 ①生産　　トウモロコシ、イタリアン　（トウモロコシ２５ha、イタリアン２５ha）

②利用 サイレージ

(3) 作付実面積 ２５ha

（延べ面積） （５０ha）

６ 施設・機械装備

(1) 建物 フリーバーン牛舎２，５２６㎡（新設）、ミルキングパーラー舎５９８㎡（新設）

乾乳・育成舎６００㎡（既設）

(2) 機械 ミルカー、バルククーラー（8,000㍑）、トラクター(60PS)

フロントローダー(25PS)、TMRミキサー（牽引式）、ほ乳ロボット

(3) その他 飼料タンク(FRP７ｔ×２）

パソコンを利用した個体・経営管理

７ 生産性指標 ＜現状（参考）＞

(1) 生産技術 ①経産牛１頭当たり乳量　８，０００kg ＜都府県平均　７，５１０kg＞

②更新年次　４．０産 ＜都府県平均　４．１産＞

(2) 生産コスト 生乳１kg当たり　６２円 ＜都府県平均　８２円＞

(3) 労働生産性 経産牛１頭当たり　５５時間 ＜都府県平均　１２１時間＞

８ 労働時間

(1) 総労働時間 総労働時間　１３，３００時間 ＜都府県平均　５，１８１時間＞

(2) 労働構成別 ①主たる従事者　２，０００時間×３人　②補助的従事者　６００時間×３人

③雇用労働者　５，５００時間

(3) 作業体系別 ①飼養管理　１０，９７０時間（たい肥化６９０時間）　②飼料生産　２，３３０時間

９ 経営指標

(1) 粗収入（販売額） １４，８００万円　 （生乳８９円/kg×１，６００トン、子牛５４０万円）

(2) 経営費 １１，９１０万円　

（内訳） ①飼料費　４，６６０万円　②建物・農機具費　１，７８０万円

③人件費　２，６２０万円（補助的従事者を含む）

(3) 所得（主＋補） ３，１８０万円　 ＜都府県平均　６６０万円＞

(4) 主たる従事者の所得 ９７０万円　

10 その他

（経営の特徴等） ・コントラクターは利用せず、雇用を利用。

・耕畜連携により粗飼料を確保するとともに、たい肥処理を行う。

（注）現状値は、乳量は牛乳乳製品統計、更新産次は全国酪農基礎調査（H13）、その他は牛乳生産費

・３戸協業により生産性の向上、経営の合理化、労働の軽減（休日の確保）を図る。


